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現状はアドバイザーとしての活用が多い

主な活用内容は、

・DX機運醸成のレクチャー/研修

・助言（方針策定、個別技術やPJ）

実務担当者としての活用も検討しましょう

支援/アドバイザーから、実務推進の「同僚」へ

（例として、ノーコードツールを利用推進担当等）

デジタル人材の活用状況



課題/業務の明確化→求人化

※Govtech東京の求人参照

課題のリストアップし、個別の求人へ

・1人情シスのため、既存業務が多忙で
DXまで手が回らない。

・〇〇課/局の残業が多く、
BPR/業務効率化を図りたい。

・〇〇デジタルツールを導入したが、
有効に活用できていない。



外部人材を活用できる環境整備

【就業形態】

・フルタイム（週5）〜スポット利用（月1,2回等）

・リモート/オンサイト

【環境整備】

オンラインMTG

・リモートワークを実施する上で必須

・資料のシェアをオンライン上で

外部とのチャットツール

・すぐに話せる、メールより気軽に

スケジューラー

・参加者全員の日程調整は大変
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